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昼
間
の
暑
さ
は
続
く
も
の
の
、

蝉
時
雨
は
一
時
の
勢
い
を
失
い
、

朝
夕
に
吹
く
風
に
は
秋
の
気
配

が
少
し
。
そ
ん
な
、
夏
に
秋
が
わ

ず
か
に
混
ざ
り
込
ん
だ
よ
う
な

八
月
下
旬
の
伊
那
谷
で
の
間
伐
。

　
島
﨑
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
保

残
木
マ
ー
ク
法
は
、
植
え
た
木

が
六
十
歳
に
な
っ
た
時
に
、
何

本
が
ど
の
よ
う
な
間
隔
で
残
っ

て
い
る
か
を
想
定
し
て
、
今
の

手
入
れ
を
す
る
と
い
う
方
法
で

す
。

　
今
回
の
現
場
の
道
上
の
と
こ
ろ

を
例
に
取
る
と
、
こ
こ
の
ヒ
ノ
キ

は
現
在
お
よ
そ
三
十
四
歳
、
上
層

樹
高
が
十
六
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
な

の
で
、
地
位
指
数
は
十
八
。
六
十

歳
の
時
に
は
樹
高
が
二
十
一
メ
ー

ト
ル
に
な
り
、
こ
の
時
点
の
Sr
を

20
に
す
る
と･･･

ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
の
保
残
木
数
は
五
百
六
十
七

本
。
そ
し
て
、
優
先

的
に
間
伐
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の

は
、
形
質
の
良
し
悪

し
に
か
か
わ
ら
ず
、

保
残
木
の
生
長
を

阻
害
す
る
も
の
。

　
と
い
う
こ
と

は･･･

最
後
ま
で
は

残
ら
な
い
が
、
今
は

伐
る
必
要
が
な
い

木
も
あ
る･･･

と
い

う
こ
と
に
。
そ
れ
が

こ
の
方
法
の
最
大

の
特
性
で
す
。

　
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
さ
ら

に
、
七
月
の
測
樹
と
施
業
診
断
、

伐
木
造
材
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

プ
ロ
ッ
ト
調
査
を
し
、
設
定
Sr

か
ら
保
残
木
数
を
割
り
出
し
た

ら
、
残
す
木
を
マ
ー
ク
し
て
、
間

伐
を
行
う
。

　
保
残
木
や
施
業
後
の
林
分
の

将
来
像
を
想
像
し
な
が
ら
の
間

伐
は
、
同
時
に
伐
ら
れ
る
木
へ

の
感
謝
も
忘
れ
ず
、
で
き
る
だ

け
使
う
た
め
に
出
し
た
い
と

思
っ
た
二
日
間
。
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コ
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伐
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
や
作
業
条
件
の
説
明
、

特
別
参
加
の
武
田
さ
ん
を
紹

介
し
た
あ
と
、
早
川
講
師
の

挨
拶
に
続
き
、
島
﨑
先
生
の

挨
拶
と
森
林
・
林
業
の
現
況

の
話
。

幹を抉るくらいの気持ちで

追い口を伐り込む

明日のためのメンテナンス

測樹の復習

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
ミ
ズ
ホ
鋼
機
さ
ん
が
、
先
月
注

文
し
た
山
道
具
を
持
っ
て
来

て
く
れ
る
。
真
田
紐
の
結
び

方
を
イ
ン
ト
ラ
藤
原
さ
ん
が

実
演
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
保
残
木
マ
ー
ク

法
講
義
。
六
十
年
生
時
の
設

定
Sr
か
ら
選
ん
だ
保
残
木
の
、

生
長
の
邪
魔
に
な
る
木
を
伐

る
こ
と
。
列
状
間
伐
の
講
義

も
受
け
る
。

1010101010
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
班
分
け
の
あ
と
、
身
支
度
を
す

る
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
分
乗
し
て
現
場
へ
向
か
う
。

1010101010
時時時時時
5555555555
分分分分分

　　　　　
現
場
到
着
後
、
各
班
毎
に
機
材
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を
準
備
し
て
、
調
査
開
始
。
保

残
木
の
本
数
を
割
り
出
し
て

マ
ー
キ
ン
グ
。

1212121212
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
林
道
路
上
で
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
間
伐
開
始
。
マ
ー
ク
し
た
保
残

木
の
生
長
に
影
響
を
及
ぼ
す

隣
接
木
を
間
伐
し
て
行
く
。

1515151515
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
の
目
立

て
。
ヤ
ス
リ
の
大
き
さ
を
確

認
し
て
、
30
度
・
水
平
・
一
方

通
行
。

1717171717
時時時時時

　
講
師
講
評
に
て
終
了
、
解
散
。

さ
っ
そ
く
交
流
会
の
準
備
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
恒
例
の
お
酒
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
交
流
会
開
始
。
み

る
み
る
う
ち
に
ビ
ー
ル
の
空

き
缶
や
空
の
一
升
瓶
が
。
焼

肉
を
平
ら
げ
、
焼
き
そ
ば
が

供
さ
れ
て
、
島
﨑
先
生
の
雪

山
賛
歌
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
飛

び
出
せ
ば
、
宴
も
た
け
な
わ
。

　　　　　
88888
月月月月月
2626262626
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
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）

（
土
）

　　　　　88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
、
日
程
説
明
な
ど
。

88888
時時時時時
5555555555
分分分分分

　
身
支
度
を
整
え
、
さ
っ
そ
く
分

乗
し
て
現
場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
各
班
で
機
材
を
準
備
し
、
体
操

を
し
た
ら
、
間
伐
開
始
。
林
道

端
の
伐
倒
で
は
、
ロ
ー
プ
や

チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
の
作

業
。
ヒ
ノ
キ
は
枝
が
し
な
っ

て
な
か
な
か
倒
れ
な
い
。
造

材
は
、
幹
の
曲
が
り
を
よ
く

見
て
、
元
玉
が
柱
材
に
な
る

よ
う
に
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
各
班
毎
に
林
内
で
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
大
工
塾
の
方
々
が
後
藤
班
と

体勢は大事です

立ち位置を求めて

浮くか、沈むか･ ･ ･

川
島
班
の
作
業
を
見
学

す
る
な
か
、
間
伐
再

開
。
伐
倒
時
の
体
勢
や

立
ち
位
置
、
造
材
時
の

材
の
動
き
な
ど
に
注
意

し
な
が
ら
間
伐
が
進

み
、
林
内
が
明
る
く

な
っ
て
行
く
。

1515151515
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
現
場
作
業
を
終
了
し
、

小
屋
へ
。

1515151515
時時時時時
5555555555
分分分分分

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
掃

除
。
バ
ー
の
溝
や
オ
イ

ル
の
通
り
道
の
掃
除
は

入
念
に
。
組
み
立
て
る
時
に

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
方
向
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
バ
ー
は
何
回
か
決

め
た
掃
除
の
回
数
毎
に
上
下

を
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

1616161616
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
島
﨑
先
生
を
囲
ん
で
記
念
撮

影
の
あ
と
、
講
師
講
評
。
諸
連

絡
を
し
て
終
了
、
解
散
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
石
垣
さ
ん
、
石
田
さ

ん
、
石
原
さ
ん
、
井
上
さ
ん
、

榎
さ
ん
、
大
村
さ
ん
、
川
越
さ

ん
、
小
池
さ
ん
、
坂
上
さ
ん
、

高
野
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
長
田

さ
ん
、
堀
江
さ
ん
、
山
本
さ

ん
、
吉
永
さ
ん
、
熊
木
さ
ん
、

園
田
さ
ん
、
長
坂
さ
ん
、
武
田

さ
ん

講
師
／
島
﨑
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
後
藤
、

藤
原
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

     

99999
月月月月月
1515151515
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1616161616
日日日日日
（
金
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金
（
金
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金
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）
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）
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伐
出

　
　
　
　
伐
出

　
　
　
　
伐
出

　
　
　
　
伐
出

　
　
　
　
伐
出

　
伐
る
と
出
す
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
や
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
集
め
て
運

ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
の
特
徴

を
つ
か
み
、
集
材
を
考
慮
し
た

伐
倒
に
も
挑
戦
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
現
場
は
、
間
伐
の
と
こ
ろ
と

小
屋
横
の
伐
木
造
材
で
伐
倒
を

し
た
と
こ
ろ
の

二
ヶ
所
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島

﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
マ
イ

装
備
・
マ
イ
道

具
、
ご
持
参
下
さ

い
。
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専
門
コ
ー
ス
　
第
三
回

専
門
コ
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ス
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三
回

専
門
コ
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ス
　
第
三
回

専
門
コ
ー
ス
　
第
三
回

専
門
コ
ー
ス
　
第
三
回

　　　　　
1010101010
月月月月月
55555
〜〜〜〜〜
77777
日日日日日
（
木
〜
土
）

（
木
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）

（
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〜
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（
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〜
土
）

（
木
〜
土
）

　

 

早
い
も
の
で
、
専
門
コ
ー
ス
は

今
年
度
最
後
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
安
全
・
確
実
な
伐
倒
、
幹
に

沿
っ
た
丁
寧
な
枝
払
い
、
重
心
を

見
極
め
た
造
材
…
伐
木
造
材
の

集
大
成
を
目
指
し
て
。
ご
希
望
が

あ
れ
ば
牽
引
伐
倒
や
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
集
材
も
可
能
で
す
。

　
現
場
は
、
小
屋
裏
の
旧
日
影
区

有
林
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

第
十
一

第
十
一

第
十
一

第
十
一

第
十
一
・・・・・
十
二
回
　

十
二
回
　

十
二
回
　

十
二
回
　

十
二
回
　

     

1010101010
月月月月月
1313131313
・・・・・
1414141414
日日日日日
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金
（
金
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・・・・・
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見
学
見
学
見
学
見
学
見
学
・・・・・
枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

　
一
日
目
は
、
伐
っ
た
木
の
、
そ

の
後･･･

。
午
前
中
に
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会
の
伊
那
木
材
市

場
に
て
、
木
材
流
通
の
一
端
を
、

午
後
は
、
有
賀
建
具
店
さ
ん
で
建

具
や
家
具
の
加
工
・
材
の
見
本

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
予
定
で

す
。

　
二
日
目
は
、
特
別
講
師
の
保
科

先
生
に
よ
る
枝
打
ち
講
座
。
午
前

中
に
、
ぶ
り
縄
を
作
っ
て
木
に
登

る
練
習
を
。
午
後
は
現
場
で
枝
打

ち
で
す
。
枝
打
ち
の
目
的
や
時

期
・
方
法
を
し
っ
か
り
と
掴
ん

で
下
さ
い
。
ま
た
、
保
科
先
生
愛

用
の
道
具
も
必
見
で
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

　
つ
い
最
近
、
日
本
が
１
９
９
２

年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
で
採

択
さ
れ
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・

プ
ロ
セ
ス
に
加
盟
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
持
続
可
能

な
森
林
管
理
を
検
討
す
る
の
に

必
要
な
項
目
の
枠
組
み
が
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
温
帯
林
と
北

方
林
諸
国
の
中
で
、
EU
の
ま
と
め

た
も
の
を
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
プ
ロ

セ
ス
」
と
EU
以
外
の
国
が
ま
と
め

た
も
の
が
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・

プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。（
現
在
は

プ
ロ
セ
ス
数
が
増
え
て
い
る
。）

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
基
本

計
画
で
は
、
水
土
保
全
林
、
森
林

と
人
と
の
共
生
林
（
生
活
林
ま
た

は
共
生
林
）
お
よ
び
資
源
の
循
環

利
用
林
（
資
源
林
ま
た
は
生
産

林
）
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
今
、
も
っ
と
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
防
止

や
森
林
の
減
少
等
の
対
策
に
他

な
ら
な
い
。
地
球
温
暖
化
等
が
進

む
の
は
、
太
陽
が
示
し
た
自
然
界

の
均
衡
を
保
つ
た
め
の
人
類
削

減
な
の
か
？
・
・
・
・
・
・
。

　
私
は
昭
和
１
９
年
生
ま
れ
で

あ
る
。
幼
少
の
頃
は
雲
出
川
上
流

の
山
間
で
暮
ら
し
て
い
た
。
時
々

進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
が
走
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
ジ
ー
プ
も
走
ら
な

く
な
り
，
高
度
成
長
時
代
に
突

入
し
た
。

　「
貧
乏
人
は
麦
飯
を
食
え
。」
と

言
っ
た
人
が
い
た
。
父
は
一
生
懸

命
働
き
、
山
田
を
手
に
入
れ
、
米

を
作
っ
た
。
そ
う
し
て
、
製
材
所

で
働
い
て
い
た
。
帰
り
に
は
「
こ

わ
」
と
い
っ
て
、
製
材
に
し
た
後

に
残
る
端
木
を
も
ら
っ
て
帰
っ

て
来
た
。
そ
れ
で
、
ご
飯
を
炊
き
、

風
呂
を
沸
か
し
た
。
道
路
か
ら
家

ま
で
の
坂
道
を
、
毎
日
、
自

転
車
の
後
押
し
を
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
秋
に
は
稲
刈

り
を
手
伝
っ
た
。
田
ん
ぼ

の
中
に
は
、
イ
ナ
ゴ
、
ド

ジ
ョ
ウ
、
ウ
ナ
ギ
、
タ
ニ
シ

や
ナ
マ
ズ
も
い
て
、
と
っ

て
食
べ
た
。
ヘ
ビ
や
マ
ム

シ
も
た
く
さ
ん
い
て
、
そ

れ
を
と
っ
て
売
っ
て
い
た

人
も
い
た
。
私
は
爬
虫
類
が
大
の

苦
手
で
あ
る
。
特
に
、
夏
休
み
や

冬
休
み
は
、
山
で
は
果
実
、
山
菜
、

昆
虫
や
小
鳥
を
と
り
、
川
で
は
、

魚
を
と
り
、
泳
い
で
遊
ん
だ
。
今

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、
法

規
制
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

　
長
男
で
あ
る
私
も
、
高
校
卒
業

後
、
高
度
成
長
時
代
の
波
に
乗

り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
、
金

儲
け
（
餌
を
と
り
）
に
走
っ
た
。

生
き
る
た
め
の
最
小
限
で
は
な

く
、
余
分
な
餌
も
と
り
、
自
分
の

考
え
も
そ
こ
そ
こ
に
、
た
だ
時
代

の
波
に
乗
っ
た
。
今
、
考
え
て
み

る
と
、
な
ん
だ
か
む
な
し
く
な

る
。
在
職
後
半
に
な
り
、
仕
事
上

環
境
問
題
が
気
に
な
っ
て
き
た
。

会
社
も
環
境
を
重
視
し
、
仕
事
の

制
約
も
多
く
な
っ
て
き
た
。「
木

曽
川
流
域
の
河
川
環
境
と
水
資

源
運
用
」
に
つ
い
て
、
修
士
論
文

を
書
い
た
。
退
職
後
は
環
境
に
つ

い
て
、
何
か
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
。

　
愛
・
地
球
博
を
か
わ
き
り
に
、

環
境
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

私
の
考
え
方
に
は
２
つ
あ
る
。
一

つ
目
は
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
の
環

境
、
二
つ
目
は
、
生
き
物
（
自
然

界
に
生
き
る
も
の
）
と
の
共
生
の

環
境
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る

と
き
、
い
か
に
、
山
が
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、
山
の
手

入
れ
を
実
現
し
よ
う
と
計
画
し

て
い
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
買

い
、
準
備
を
整
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
山
の
手
入
れ
が
な
ぜ

必
要
か
、
何
を
目
指
す
の
か
が
漠

然
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
，
高
度

成
長
時
代
の
よ
う
な
人
任
せ
の

考
え
方
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

必
ず
「
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」（
つ
け
）
が

ま
わ
っ
て
く
る
。
正
し
い
知
識
と

理
論
に
基
づ
い
て
、
実
践
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
水
土
保
全
林
、

共
生
林
そ
し
て
資
源
林
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、「
森
林
生

態
系
の
健
全
と
活
力
の
維
持
」
を

基
盤
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
正

し
い
知
識
と
理
論
を
用
い
て
、

「
地
球
規
模
の
炭
素
循
環
機
能
で

あ
る
森
林
を
、
育
て
よ
う
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
若
い
人
々
が
暮

ら
し
て
い
け
る
資
源
林
も
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
人

類
の
叡
智
を
結
集
し
て
、
新
し
い

山
造
り
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
わ
が
国
に
は
、
四
季
が
あ
り
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
る
。

ほ
っ
と
い
て
も
、
草
や
木
、
苔
も

生
え
る
。
す
べ
て
、
こ
れ
ら
も
ま

た
、
資
源
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
活

用
で
き
る
の
は
、
国
民
で
あ
る
。

　
私
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
集
中

コ
ー
ス
　
夏
の
部
　
を
受
講
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方
手
入

れ
、
間
伐
方
針
の
策
定
お
よ
び
間

伐
と
簡
単
な
集
材
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
方
を
創
造
し
、
着
実
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
は
長
野
県
伊

那
市
横
山
の
島
﨑
山
林
研
修
所

で
行
わ
れ
、
あ
つ
い
三
日
間
で

あ
っ
た
が
、
朝
夕
は
涼
し
く
、
ヒ

グ
ラ
シ
も
鳴
い
て
い
た
。
島
﨑
先

生
の
山
造
り
が
継
承
さ
れ
、
継
続

さ
れ
る

こ
と
を

希
望
す

る
。
講

師
の
早

川

さ

ん
、
坂

野
さ
ん

に
は
親

切
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
塾
生
の
み
な
さ
ま
に

は
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾

で
教
わ
っ
た
こ
と
を
、
実
践
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ

か
、
再
開
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
投
稿
の
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
み
な

さ
ま
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

「「「「「山山山山山へへへへへののののの思思思思思いいいいい」」」」」
　吉岡　正之吉岡　正之吉岡　正之吉岡　正之吉岡　正之
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な
暑
さ
が
始
ま
っ
た
の
は
八
月

に
入
っ
て
か
ら
。
し
か
し
、
こ
こ

信
州
で
は
お
盆
を
過
ぎ
る
と
早

く
も
秋
の
気
配
が
漂
い
始
め
ま

す
。
日
中
の
長
さ
も
夏
至
か
ら
少

し
づ
つ
短
く
な
り
始
め
て
い
ま

す
。

　
私
は
幼
い
頃
、
祖
母
か
ら
こ
の

少
し
づ
つ
と
言
う
事
を
、「
お
米

一
粒
づ
つ･･･

」
と
い
う
表
現
で

教
わ
り
ま
し
た
。
お
米
の
一
粒
は

わ
ず
か
で
す
が
、
そ
の
積
み
重
ね

で
、
い
つ
の
間
に
か
随
分
日
が
短

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
す
。
幼
い
頃
は
何
気
な
く
聞
い

た
言
葉
で
し
た
が
、
今
は
う
ま
い

表
現
だ
な
〜
と
感
心
し
き
り
。
ま

だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
き
そ
う
で

す
が
、
お
盆
を
過
ぎ
、
お
米
一
粒

づ
つ
秋
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

 
 

　
　
　「
イ
ン
ト
ラ
　
川
島
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
夏
に
は
暑
気
払
い
、
そ
し
て
冬

に
は
炭
を
焼
き
な
が
ら
忘
年
会
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々

も
次
回
は
是
非
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　　
今
年
は
六
月
二
十
一
日
が
夏

至
、
そ
し
て
八
月
八
日
が
立
秋
で

し
た
。
夏
至
か
ら
早
く
も
二
ヶ

月
。
今
年
は
七
月
に
雨
や
曇
り
の

日
が
多
く
、
特
に
後
半
に
は
大
雨

が
続
い
た
せ
い
も
あ
り
、
本
格
的

　
今
回
群
馬
県
前
橋
市
か
ら
通

年
コ
ー
ス
に
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
団
塊
の
世
代
、
高

橋
と
申
し
ま
す
。
昨
年
ご
ろ
か

ら
団
塊
の
世
代
と
新
聞
や
雑
誌

な
ど
で
騒
が
れ
始
め
た
せ
い
も

あ
り
、
私
も
残
さ
れ
た
人
生
を

ど
の
よ
う
に
過
し
て
ゆ
け
ば
よ

い
の
か
と
な
ん
と
な
く
考
え
始

め
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

も
何
で
も
良
い
。
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
生
き
た

い
。
で
は
一
体
私
の
好
き
な
こ

と
は
？
自
分
が
幸
せ
と
思
え
る

と
き
と
は
？･･･

音
楽
を
聞
い
て

い
る
時
。
満
月
の
月
明
か
り
を

見
て
い
る
と
き
。
で
も
一
番

は･
･
･

や
っ
ぱ
り
木
で
し
ょ
う
。

晩
秋
の
暖
か
な
日
、
南
東
の
風
に

の
っ
て
ク
ル
ク
ル
と
舞
い
降
り

て
く
る
ケ
ヤ
キ
の
枝
葉
、
サ
ラ
サ

ラ
と
落
ち
て
く
る
コ
ナ
ラ
の
葉
。

そ
の
中
に
静
か
に
耳
を
そ
ば
だ

て
佇
ん
で
い
る
時
。
そ
の
時
が
私

に
と
っ
て
至
福
の
時
な
の
で
す
。

い
つ
か
ら
か
は
っ
き
り
と
は
分

ら
な
い
け
れ
ど
木
や
山
に
つ
い

て
学
び
た
い
、
知
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
お
正
月
に
偶
然
、
浜
田

久
美
子
さ
ん
著
の
「
森
を
つ
く
る

人
々
」
を
購
入
し
、
女
性
で
も
こ

ん
な
に
木
を
愛
す
る
人
々
が
い

る
の
か
と
本
当
に
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾

を
知
り
ま
し
た
。
私
も
参
加
し
た

い
。
そ
の
思
い
は
日
増
し
に
強
く

な
り
、
も
し
参
加
で
き
る
と
し
た

ら
今
し
か
な
い
。
年
齢
的
に
も
二

度
と
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ

り
合
え
な
い
で
し
ょ
う
。
幸
運
な

こ
と
に
持
病
の
腰
痛
も
良
い
状

態
に
あ
り
、
周
囲
に
あ
ま
り
迷
惑

を
か
け
な
い
で
行
け
る
の
で
は

な
い
か
し
ら
と
思
え
、
孫
だ
け
は

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
さ
ん
に

頼
ん
で
と
私
の
頭
の
片
隅

に
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
は
イ
ン

プ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
仕

事
・
家
事
・
庭
・
趣
味
、
そ

し
て
一
昨
年
か
ら
孫
の
子

守
を
仰
せ
つ
か
り
、
な
ん

と
も
せ
わ
し
な
く
日
々
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
毎
日
の
生
活
に
疲
れ
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
伊
那
へ
出
か

け
ら
れ
る
と
考
え
る
だ
け
で
楽

し
く
心
弾
ん
で
く
る
の
で
し
た
。

　
つ
い
に
五
月
十
九
日
、
鳩
吹
公

園
の
東
、
島
﨑
山
林
研
修
所
に
到

着
で
き
た
の
で
す
。
森
林
塾
は
私

の
想
像
し
て
い
た
と
お
り
で
し

た
。
期
待
を
裏
切
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
周

囲
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
ば
ら

し
さ
は
い
う
に
及
ば
ず
、
各
自
穏

や
か
な
雰
囲
気
を
お
持
ち
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
、
目
標
を
持
っ
て

参
加
さ
れ
て
い
る
塾
生
の
皆
様
、

毎
回
可
憐
な
花
や
木
を
取
っ
て

き
て
は
飾
っ
て
く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ

の
方
々
。
本
当
に
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

鳥
の
好
き
な
私
に
は
、
初
日
に
鳩

吹
公
園
で
み
か
け
た
キ
ジ
、
樹
木

観
察
の
と
き
に
教
え
て
頂
い
た

コ
ゲ
ラ
、
六
月
の
カ
ッ
コ
ウ
や
ウ

グ
イ
ス
の
声
を
聞
き
な
が
ら
の

下
草
刈
り
。
自
然
に
大
感
謝
で

す
。

　
七
月
の
講
座
を
終
わ
っ
て
、
な

ん
と
な
く
山
の
こ
と
が
少
し
わ

か
っ
た
よ
う
に
思
え
、
実
際
に
森

林
診
断
書
を
作
成
し
て
み
た
い

気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

や
っ
と
赤
城
山
に
住
ん
で
い
る

叔
父
に
連
絡
し
て
み
よ
う
か
な

と
思
い
、
す
ぐ
に
会
い
に
行
き
ま

し
た
。
前
橋
か
ら
見
る
赤
城
山
は

左
右
に
裾
を
大
き
く
広
げ
て
い

る
美
し
い
山
で
す
。
今
ま
で
山
の

広
さ
や
植
わ
っ
て
い
る
樹
木
の

種
類
、
ど
の
よ
う
に
山
が
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
、
尋
ね
た
こ
と
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
面
積
は

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
ヒ
ノ
キ
・
松
・

杉
・
そ
の
ほ
か
広
葉
樹
林
。
百
六

十
年
生
の
松
を
売
り
た
い
が
売

れ
な
い
こ
と
、
そ
の
松
が
ど
ん
ど

ん
松
く
い
虫
に
食
わ
れ
て
い
る

こ
と
。
昔
は
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル

以
上
に
は
松
く
い
虫
は
い
な
い

と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
い
ま

で
は
六
百
メ
ー
ト
ル
で
も
食
わ

れ
る
こ
と
。
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
が
最

近
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど･･･

。
私
は
質
問
さ
れ
て
も

少
し
は
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
と

復
習
を
し
て
、
相
対
幹
距
比
・
林

分
形
状
比
・
地
位
指
数
な
ど
森

林
塾
で
得
た
知
識
を
一
生
懸
命

搾
り
出
し
、
話
が
で
き
た
こ
と
に

二
人
で
驚
き
あ
い
ま
し
た
。
こ
ん

な
近
く
に
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
山

が
あ
る
な
ら
、
私
は
い
ら
な
い
。

大
好
き
な
赤
城
山
に
少
し
か
か

わ
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
な
ん
だ

か
す
ご
く
嬉
し
く
、
満
足
感
一
杯

に
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
ご
ろ
か
ら
や
っ
と
、
そ
こ

こ
こ
で
目
に
す
る
葉
に
興
味
が

持
て
、
本
を
身
近
に
置
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
車
に
乗
っ
て
い
て

も
、
街
路
樹
の
全
体
の
姿
や
幹
の

様
子
、
横
目
で
葉
の
形
を
見
た
り

と
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

も
毎
日
の
積
み
重
ね
な
ん
で
す

ね
。
一
つ
で
も
多
く
覚
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し

て
街
路
樹
は
外
来
種
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
先
日
あ
る
公
園
で

ユ
リ
ノ
キ
の
大
木
を
見
ま
し
た

が
、
ま
わ
り
の
木
で
は
蝉
が
た
く

さ
ん
鳴
い
て
い
た
の
に
、
ユ
リ
ノ

キ
に
は
一
匹
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
か
ら
の
知
識
で
す
が
、
外

来
種
に
集
ま
る
虫
の
数
は
在
来

種
の
二
十
％
以
下
。
そ
ん
な
こ
と

が
そ
の
と
き
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
人
間
も
地
球
に
住
ま

わ
せ
て
頂
い
て
い
る
生
物
の
一

種
で
す
。
も
っ
と
他
の
生
物
達
の

こ
と
も
少
し
は
考
え
な
い
と
い

け
な
い
の
で
は
。
お
い
し
い
所
だ

け
頂
い
て
ば
か
り
で
は
ダ
メ
で

す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
塾
は

続
き
ま
す
。
皆
様
の
お
邪
魔
に
な

ら
ぬ
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

自然に感謝自然に感謝自然に感謝自然に感謝自然に感謝
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